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2 1呼出信号をする場合は磁石発電機が線路に接続され，そ

のほかの場合は回路から除かれること。

3 通話する場合は通話装紅が回路に接続され，そのほかの

場合は回路から除かれること。

l濁ー1 は磁石式電話ー憾の基本構成図で， 主要素は百li!llの条例に

適するよ うに接続されている。 すなわち磁石発電僚と 電鈴とが

通話回路に並列に銭統されてあるが，通話するときには回路か

ら除去される。この種の電話相華はも っ とも古くから使用されて

いるもので， ~j:創刊と卓上用 L 磁石式(壁掛)

との 2 街類があるが， 原理お r-r--rで一一 LE I議室
到lO n l R史 的内 I G 発電犠

よび配線は全く同じで，ただ 叩 "~ 8y ;51日 E磁蓄晃

設備jJ場所の都合により 使い分 tll�:T1__L. ~智弘給
けをしている。これらの電話般を 2. llí l!l 加入者図

l 回線 11間接続し交換機に加入さ 加入者電話織 製入者表示器

せたものを単Í!l加入者回線と呼ん ﾅnb 1 11 T, 
でいる。図ー2 はその接続略図を示 じL了一一一s
す。

国鉄のようにたくさんの駅所が相当な距離を隔てて散在して

いる場合には， 各駅所ごと に上記単独献を作ることは不経済で

あるから各駅所の也話機数悩，1 (普通 7 個を限度とする)を 1 1TI1

線に接続した上， 交換軽量に加入させて使用する連接栃』を設けて

いる。

この回線に使用する電話機を連接用磁石電話僚といい，託証石

式電話織と全く 俄能は同じであるが，加入者(駅所)相互間に信

号を送る湯合，長距離に到達させなければならないので，磁石

発電般のiJ1i~力なものを使用し，また磁石電鈴もわずかの電流で

働 くように巻線抵抗を営通ものより 1 ，000 Q から 2，000 Q ほど

多く巻いてある。 3 迎接加入者 図
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この I!)]線で加入者(駅所)相互間を呼び出す場合は，磁石発

電繊を回転し，符号により呼び出すことができる。交換所を呼

び出す協合は，磁石発電機だけでなく j\11 ポタ γを利用した，図

-3 に示すよ うな甲法 ・ 乙法などの特殊な呼出方法を とっている。

これは加入者相互附の呼出の場合に交換践が働かないように考

えられてある。 (}II原虎雄)

シ ーじ ゅ うがたきかんし ゃ Cl0 形機関車 1C2 過熱タン

タ機関車である。タンク機関車は大正 3 年 4110 J診が製造され

たのみで，久し く新製されなかったが，こ の形式がH百和 5 年に新

製された。 C 10 形は都市近郊で，小単位の旅客列車の運転に使

用する目的で造られたものであり ， 即j輪直径 1 ，520mm であるか

ら相当高速度に湛える。速度を高めることと列車をひん発する

ことは，鉄道に対する近来の要求であり，こ と に都市近郊にお

いてその必要があり ， 本形式はその目的に適するものである。
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